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広域地方計画に関するテーマ別の論点構成（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－２ 近畿の特色を活かした産業振興 

（１）産業イノベーションと 

既存産業のリノベーション 

（２）産業活動を支える環境整備 

・近畿を支えた製造業の再生・独創的な地域産業の高度化・

サービス産業の発展支援 

 地域ブランドの向上 

（近畿の地域資源を活かした産業のアピール） 

 人材資源の育成・活用 

 産業力を高めるインフラ整備（交通、情報通信等） 

 新産業の創出 

（高付加価値、国際競争力、21 世紀のリーディング産業等）

国際的な研究開発拠点を活用した技術革新の振興 

 企業誘致・投資の誘発促進 

３－１ 国際競争力の強化・アジアとのさらなる連携 

（１）国際競争に負けない 

広域的インフラの整備 

（２）アジアとの交流の促進 

（３）国際的な観光交流の推進 

 港湾における国際競争力の強化 

 空港における国際競争力の強化 

 陸・海・空の総合的なネットワークの構築 

 外国人のための居住、滞在環境等の整備 

 文化交流の促進 

 情報発信・情報交流の促進 

 観光地の国際化と情報発信による観光客の誘致 

 研究交流の促進 

 ビジネス交流の促進 
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３－３ 安全・安心の確保 

（１）災害等に強い圏域づくり  自然災害に強いまちづくり 

 大規模事故等に対応したまちづくり 

 （公共交通機関の安全対策、テロ対策、病気等対策） 

 ソフト対策（広域的な体制づくりと連携強化） 

 阪神・淡路大震災の経験を活かした国際貢献 

３－４ 環境の保全、再生及び循環型社会の構築 

（１）流域圏の保全、再生 

（２）海域の保全、再生 

 水環境（水循環等）の保全・再生 

 生態系の保全・再生 

 海域の保全・再生 

 京都議定書等への取組促進 

 森林の保全・再生 

（４）水資源、エネルギーの確保  水資源の確保 

 エネルギーの確保 

（３）地球環境の保全、再生 

 海域利用の促進 

（５）循環型社会の構築  ごみ問題、処分場輸送への対応、リサイクルの促進 

 地球環境産業技術の発信 
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３－６ 近畿らしい風格ある景観、歴史・文化の保全・創出・活用

（１）風格あるまちなみ、 

景観の形成 

（２）歴史・文化の保全・振興、 

活用 

 伝統的まちなみの維持、美しい都市景観の形成 

 自然景観・農村景観の保全・再生・活用 

（３）近畿の歴史・文化資産を 

活かした観光の推進 

３－５ 個性的で魅力的な地域の形成 

（２）個性的で魅力的な地方都市の

形成 

（３）個性的で魅力的な中山間地域

の形成 

（１）個性的で魅力的な大都市の 

形成（京阪神都市圏） 

 首都代替機能の集積 

（４）多様な主体による地域づくり

（５）近隣圏域との有機的な連携、

西日本の中枢の形成 

 ＮＰＯ等の新たな「公」を担う主体の育成 

 民間活力の活用（ＰＰＰ） 

 くらしやすい都市の形成・再生、都市を支えるインフ

ラ・環境整備（交通、生活環境等） 

 集客力の高い魅力的な都市づくり 

 個性的で魅力的な都市の形成・再生、都市を支えるイ

ンフラ・環境整備（交通、生活環境、中心市街地の空洞化

対策等） 

 中山間地域の維持・育成、多自然居住地域の形成、都

市農村交流の推進 

 農林水産業の振興 

 中部圏、日本海側、瀬戸内・西日本との連携推進 

 歴史・文化資産の保全、活用 

 近畿らしい文化の振興、活用 

 観光地の整備・活用、観光振興のソフト施策の実施 

３－７ 首都機能のバックアップ 

（１）首都機能のバックアップ 


